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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 
本研究は、 Edga r  A l l an  P oe 作品に見られる 19 世紀アメリカの大衆文化に焦点を当て、

P oe 作品における演劇性を明らかにするものである。当時、人気を博した演劇やフリー

ク・ショーを補助線に P oe の短編を分析すると、 “The  Fa l l  o f  the  House  o f  U she r”は、舞

台の様相を呈した演劇的な言葉で構成され、 “The  Black  Ca t”は作品中にフリーク・ショ

ーの要素を持つことが顕著に見て取れる。また、 P oe の母が著名な女優であったことか

らも、演劇は P oe 作品に大きく影響していると考えられる。「演劇」、「フリーク・ショ

ー」、「女優のパフォーマンス」といった観点から、 Poe 作品の新たな解釈を目指す。  

 
キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔    Edgar Allan Poe        〕 〔    演劇 〕 〔フリーク・ショー 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

本研究の目的は、 Edgar  A l lan  P oe 作品における演劇性を論じることである。まず、 P oe
が「演劇」の要素を作品に取り入れたことを裏付けるために P oe と演劇の関係性を明らか

にした。 P oe の母親は俳優の家系に生まれ育った著名な女優であり、父親もアマチュア劇

団 出 身 の 俳 優 で あ った 。 彼 自 身 も 学 生 時代 に ア マ チ ュ ア 劇 団を 立 ち 上 げ た 経 験 を持 ち 、

1835 年に、未完の作ながら P ol i t i an という戯曲を手がけている。また、P oe は Evening  Mirror,  
Amer ican  Wh ig  Rev iew,  Broadway  Journa l 等に多くの劇評を執筆している。そして、 P oe の

研究者である Burton  R .  P o l l in は、 P oe は Shakespeare の著作から、大きく影響を受けたこ

とを指摘している。このように、 P oe と演劇には深い繋がりがあり、その作品にも演劇的

影響が表れるのは必然であると考えられる。  
上記のような P oe の演劇的バックグラウンドを念頭に置き、彼の代表的な短編  “The  Fa l l  

o f  the  House  o f  Ushe r” (1839 )の演劇性について分析した。“The  Fa l l  o f  t he  House  o f  Usher”  の
演劇的要素はそのタイトルにも如実に示されており、タイトルにしてすでに演劇にちなん

だ語彙で構成されている点は本研究計画提出時に、指摘した通りである。さらに作品で描

かれる風景描写を、19 世紀アメリカにおける舞台美術の様式に即して分析し、本作品が持

つ視覚的演劇性を明らかにした。そして作中に組み込まれた Roder ick のバラッド形式の詩

を「劇中劇」と仮定し、考察を行った。 P oe はバラッドを劇中劇として利用することで、

二つの距離を表現 し ている。一つ は、「登場人物とバラッド（劇中劇）の 距離」であり、

もう一つは「読者とバラッドの持つヴィジョン（劇中劇）を見ている登場人物との距離」

である。「登 場人物とバラ ッドの 距離」は、登場人物とバラッドが舞台と観客の距離を作

り出している。そして、「読者とバラッドのヴィジョンを見ている登場人物との距離」は、

「登場人物とバラッドの距離」を見る読者との距離が、舞台と観客との距離となっている。

要するに P oe は、バラッドを「舞台」に見立て、メタ的な手法を利用しているのである。

以上のことから、作中に描かれるバラッドにより、本作品が立体的な構造を持つことが明

らかになった。また、 Roder ick の声の詳細な描写は、観客の聴覚に訴えるという演劇の特

徴の一つを持ち合わせている。以上より、この物語には観客の目に訴える視覚的効果、耳

に訴える聴覚的効果という二つの演劇的手法が含まれていることがわかる。本作品のクラ

イマックスでは、登場人物の死よりも館の崩壊が壮大に描かれていることから、当時のス

ペクタクル劇の様相を呈していると考えられ、 P oe は演劇の要素を巧みに作品に取り入れ

ていたといえる。  
次に “The  B lack  Ca t” (1843 )におけるフリーク・ショーの要素について考察を行なった。

本作品もまた、エンターテインメント的な要素を持った作品であるが、その描写は、 “The  
Fa l l  o f  the  House  o f  U sher”  とは異なり、独白劇によって、語り手の倒錯した内面を暗示す

る。背景、衣装、色、照明等を連想させる描写は一切なく、語り手はただ、自身の所業や

想念について語り続けるだけである。しかし、巨大な猫の影が映し出された壁に人々が押

し寄せる場面から見て取れるように、その中には、珍奇なものに人が集まるといった、P .  T .  
Barnum が行っていたフリーク・ショーの要素が散見される。そこで、 P oe は Barnum のフ

リ ー ク ・ シ ョ ー の 影響 を 受 け て い る と いう 仮 説 を 立 て 、 そ の実 証 を 試 み た 。 P oe の 短 編  
“So me  Words  wi th  a  Mummy” は 1845 年の作であるが、 Barnum はその 3 年前に、 New Yor k
の Barnum Museum において、Fi j i  Merma id と呼ばれる子猿と魚のミイラの上半身と下半身

をそれぞれ縫い合わせた、偽りの人魚のミイラの展示を行った。 P oe と Barnum が同時期

に、死の具現であるミイラを、エンターテインメントの素材として扱ったことは、単なる

偶然とは言い切れない同時代性を示しており、この二つのミイラは P oe 作品と 19 世紀の

大衆文化との親縁性をほのめかしていると考えられる。アメリカのノンフィクション作家

である I rv ing  Wa l l ace は、 Barnum の伝記の中で、 P oe と Barnum の結節点として Johann  
Nepomuk Mae lze l という人物をあげている。P oe は Maelze l のショー  “Chess -P laye r”に触発

され、 “Mae lze l ’s  Ch ess -P laye r” (1836 )を執筆し、 Barnum は Maelze l からメディアの利用法

や、ショーマンとしての心得などを学んでいる。また、 P oe と Barnum は自己演出に長け

ていたという点においても共通していた。   
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研究成果の概要（ つ づ き ）  

“The  Black  Ca t”で描かれる警察官が壁に埋められた死体に驚愕するシーンは、フリー

ク・ショーで奇異なものを見た観客のリアクションに酷似している。 P oe の他の作品と

比較した時に、 “Hop -Frog”の物 語の 構成は、弱者が強者に復讐を果たし見世物にすると

いう点でフリーク・ショー的要素を描いたものであると考えられ、 “Some Words  wi th  a  
Mummy”で描かれたミイラもまた、見世物として存在している。このように、P oe は様々

な作品の中でフリーク・ショーを描いている。演劇とフリーク・ショーは異なるジャン

ルのものとされているが、フリーク・ショーは見世物にプロットを与えるという点で演

劇的であるといえるだろう。  
続いて、 P oe 作品における女性キャラクターのパフォーマンスについて分析を行なっ

た。演劇において特に主要な要素は「パフォーマンス」である。 P oe の朗読の才能は、

母親から譲り受けたものであることを周囲が認識していたことからも、「女優」の存在

は、 P oe の創造性を刺激したことは間違いない。 1846 年 6 月の Godey’s  Lady ’sBook に掲

載された P oe の Anna  Cora  Mowa t t（作家・詩人・女優）に関する記事からは、 P oe が女

性のパフォーマンスを特別な視点で見ていたことが示唆されている。演劇性が備わって

いると認められるポー作品には、女性ジェンダーの時代的通念が投影され、演じるのと

類似した効果が散見される。本研究で取り上げた女性キャラクターたちが提示する女性

像は、通念化した美しい女性性を再現する一方で、男性の領分を侵し、圧倒する性質を

も有している。女性のパフォーマンス  という観点から  “The  Fa l l  o f  the  House  o f  Usher , ”  
“The  Spec tac les ,”  (1844)  “Hop-Frog”  (184 9 )  を分析した。 P oe 作品には「死から甦る美女」

というモチーフがよく描かれる。しかし、 Made l ine の描写は、 P oe が描く他の女性描写

とは異なる。 Made l ine は強硬症だったため、仮死状態にあり、誤って埋葬されてしまう

が、同様のエピソードが “Beren ice”  (1835 )でも使われている。女性が生き埋めにされると

いうシチュエーションは、さまざまな制限を強いられた当時の女性のメタファーとして

見ることができる。 Beren ice は自身で墓から出てくることはなかったが、 Made l ine は自

身で土の中から這いあがり、 Roder ick のもとにやってくる。当時のアメリカでは、女性

は「家庭」という閉ざされた領域の中にいた。 Madel ine が Roder ick に覆い被さるパフォ

ーマンスは、閉鎖的な領域から飛び出し、男性の領域に入り込む女性を表したものであ

ると考えられる。 “T he  Spec tac l es”では、 Madame La lande の持つ視線を利用することによ

って男女の通念を逆転させている。この物語では、「女性から男性を凝視する行為は大胆

な振る舞いであり、不快なもの」と定義されている。しかし、女性である Madame  La lande
は、男性である S impson に見られていたのではなく、彼女が Simpson を観察していたこ

とがわかる。そして Madame La lande の視点から見た S impson の見え方によって、彼の処

遇は女性である Madame La lande によって決定されている。つまり、「見る男性と見られ

る女性 」 と い う男 女 の通念 が逆 転して 描 かれて いる 。そし て 、 “Hop-Frog”  の Trippe t ta
は、女性性を故意に パフォーマン スすることにより、 Hop-Fr og の復讐を援護した。 Poe
は、ジェンダーが「演技である」ということを認識していたからこそ、このようなキャ

ラクターを描くことができたのではないだろうか。変幻自在のジェンダーを利用した P oe
の表現戦略が、これらの作品に表れていると考える。  

結論として、 P oe の演劇性の一つとして考えられるのは、視覚的作用である。演劇で

は、舞台の視覚的要素が観客の目に訴え、俳優の声が観客の耳に訴える。演劇における

観客にとっての利点は、舞台の迫力を生で体感可能にすることである。しかし、 P oe は

文章を書く作家であるが故に、文学の中で舞台を作りあげようとしていたのではないだ

ろうか。 “The  Fa l l  o f  the  House  o f  Ushe r”の描写からもわかるように、 P oe の文体は読者に

わかりやすい視覚的作用を与えていることは明らかである。  
P oe が執筆した唯一の戯曲 Pol i t ian は、 N.  Bryl l ion  Fag in をはじめとする多くの P oe の

研究者によって、失敗作として議論されてきた。しかし、 Jeffrey H. Richards は、この作

品は、再検討に値するものであると主張する。 Poe 作品の演劇性をさらに追求すること

で、作品の新たな解釈を導き出し、 P oe 研究をさらに発展可能なものにすると考える。  
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